
 

■活動報告書（中長期）             記入年月日 平成２４年１月 30 日 

団体名 
 

中山平温泉観光協会 

代表者名 
役職名 氏名（ふりがな） おおくぼ りょういち 

会長 大久保 亮一 

所在地 

〒989-6832  

 宮城県大崎市鳴子温泉字星沼 147 

（団体専用・個人宅→    様方） 

記入者名 
役職名 氏名（ふりがな） おおくぼ 亮一 

会長 大久保 亮一 

記入者連絡先 

TEL:0229-87-2960 FAX:0229-87-2107 

携帯:090-4636-3899 
メールアドレス:ryou-147＠lapis.plala.or.jp 

 

助成決定番号 
2B-083 

 

活動名 被災者リフレッシュ支援 

プログラム種別  1.緊急救援活動  2.生活支援活動 ○ 3.復興支援活動  4.その他 

助成決定額     ２，４００，０００万円 

活動期間・日数 1.活動期間（2011 年 9 月１日～１１月３０日） 2.活動日数（ ９０日） 

活動した人数 
1.スタッフ（のべ    人） 

3.ボランティア（のべ    人） 

2.ボランティアリーダー（のべ     人） 

 

協力・連携した

団体や機関 

1.      災害ボランティアセンター 

※災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰとの協力・連携が無い

場合は 1は記入なし 

※災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ以外の協力・連携団

体がある場合は 2～5 に記入 

2. 中山平旅館組合 

3. 宮城県大崎市 

4. 塩釜市観光大使畑中 みゆき氏 

5. 

活動した場所や

拠点 

1. 宮城県大崎市鳴子温泉 

2.  

3.  
（都道府県名・市区町村名・地区名・拠点名等が分かるよう、具体的に記入してください） 

活動の対象者 

1. 宮城県内の被災者 

2.  

3.  

【記入上の注意・お願い】 

この報告書に記載された内容は寄付者や関心のある方などに対して広く公表し

ます。個人名または個人が明らかに特定される内容は記入しないでください。

（記入者の連絡先は公開しません） 

活動のことを初めて知る人が読んでもわかるように、なるべく専門用語を使わ

ず、イメージのわくような報告をお願いします。写真なども有効に活用くださ

い。（写真は公開の許可がとれたもののみ送付ください） 



活動した内容 

 

東日本大震災後、被災者は仮設住宅等に移り、日常の生活に向けて暮らし始めました。 

しかし、大いなる環境の変化、生活の不安定、将来への展望への不安等、様々な問題が山

積みされていました。 

私ども、中山平温泉観光協会はこういった問題に疲れた果てた被災者の方たちを、少しで

もお慰めできたらと考え、「温泉番付」東の横綱にも選ばれた当温泉地で２泊３日の短期

間でありますが、お泊り頂いてリフレッシュしていただきました。 

参加旅館１０軒で、２４０人述べ４８０泊していただき大変喜ばれました。 

当初の予定より１回あたりの人数が集まらず（地域が離れていたり，あとかたずけや仕事

等により）参加旅館は、送迎費等に負担も出ましたが、被災者の方たちの笑顔に支えられ

３ヶ月間支援続けられました。 

なお、宿泊支援２００人分２００万円 送迎費４０万円として、ご支援いただきました

が、参加旅館さんの特別な配慮で（なるべく多くの被災者にご利用いただきリフレッシュ

していただくため）送迎費分は各旅館もちとして、その分４０人の方たちにご宿泊してい

ただきました。 

 

 

 

 

 

（活動の内容がわかる写真がありましたら、データをメールで送ってください） 

（なるべく、活動現場でボラサポのマークと一緒に写した写真を 1 枚は送ってください） 

活動内容を掲載したウェブ（http://）nakayamataira.com 

 

活動の成果 

 

活動の成果としては、お帰りになるときのお客様の笑顔が一番でした。 

塩釜市の桂島の方たちからは、また是非こういう企画を行って欲しいと強く今でもいわれ

ています。 

活動後、お電話いただき要請されたのは、桂島の方たちですが、被災者の方たちがお帰り

になるときは、本当に皆さん喜んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

（活動を通じて気付いたこと・感じたこと・活動の成果・活動上の課題等を記入してください） 

寄付者への 

メッセージ 

 

全国の皆さんが赤い羽根を通して募金なさったこと当協会も真摯より感謝しております。 

千年に一度の災害と感嘆にはいいますが、被災された方たちのご苦労は言葉にできません。 

しかし、皆様方の善意がどれだけ被災者の慰めになったかも、言葉にできません。 

本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（活動報告 別紙） 活動内容分類 

 

貴団体が実際に活動した内容で、以下の活動項目のうち当てはまるもの全てに○を付けてくださ

い。 

赤い羽根「災害ボランティア・NPO 活動サポート募金」助成プログラムの充実や寄付者への報告

に活用します（選考資料には致しません）。 

 
○印 

記入欄 

↓ 

 
活動項目 

 
 1 在宅被災者の訪問・安否確認・物資の配達等 

  2 被災家屋の瓦礫等の片付け・物品の捜索等  

  3 行方不明者の捜索・連絡の支援 

  4 仮設住宅等への引っ越しの支援 

  5 避難所の被災者の支援・避難所の運営支援 

  6 炊き出し 

  7 外出・通院・移送等の支援 

○  8 入浴 

  9 理美容 

  10 相談 

  11 専門職としての活動 

  12 医療 

○  13 健康管理 

  14 介護・介助 

  15 障害者・外国人等のコミュニケーション支援 

  16 こどもの保育・学習支援 

○  17 レクリエーション・文化・スポーツ活動 

  18 サロン活動 

○  19 孤立防止 

  20 離散した被災者同士のつながりを支援する調査・情報提供・交流支援等 

  21 災害で中断した伝統・文化・地域活動等を復興する活動 

  22 ミニコミ・コミュニティ FM・サイト運営等情報・交流支援 

  23 新たな生活支援サービスの開発 

  24 新たな地域活動の開発 

  25 支援拠点の設営・ボランティア等のコーディネート・活動開発支援 

  26 その他（具体的に記入：                    ） 

※本応募書にご記入いただいた個人情報は、本助成金に関する事務手続きのみに使用いたします。 

 


